
日
本
国
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
民
に
対
す
る
査
証
の
発
給
手
続
の
簡
素
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府

と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
（
以
下
「
両
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。
）
は
、

両
国
の
国
民
の
間
の
友
好
及
び
相
互
理
解
の
進
展
を
基
礎
と
し
て
両
国
間
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
確
認

し
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
国
民
が
他
方
の
国
に
渡
航
す
る
た
め
の
最
も
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
両
国
の
国
民
の
間
の
友

好
的
な
交
流
の
促
進
及
び
両
国
間
の
経
済
上
、
文
化
上
、
科
学
上
、
人
道
上
そ
の
他
の
関
係
の
堅
実
な
発
展
の
た
め
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

両
国
の
国
民
に
対
す
る
査
証
の
発
給
手
続
を
相
互
主
義
に
基
づ
き
簡
素
化
す
る
こ
と
に
よ
り
人
的
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
指
し
、

査
証
の
発
給
手
続
の
簡
素
化
が
不
法
な
移
住
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
、
国
の
安
全

及
び
公
の
秩
序
に
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
、



次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

１

こ
の
協
定
に
定
め
る
査
証
の
発
給
手
続
の
簡
素
化
は
、
両
国
の
法
令
又
は
両
国
間
で
効
力
を
有
す
る
国
際
協
定
に
基
づ
い

て
査
証
の
取
得
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い
両
国
の
国
民
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

２

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
他
方
の
国
の
国
民
に
対
し
て
査
証
の
発
給
、
自
国
へ

の
入
国
又
は
自
国
に
お
け
る
在
留
を
拒
否
す
る
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

３

い
ず
れ
の
一
方
の
国
の
国
民
も
、
他
方
の
国
に
在
留
し
て
い
る
間
、
当
該
他
方
の
国
の
法
令
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
条

１

い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
当
該
一
方
の
国
に
入
国
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
他
方
の
国
の
国

民
で
あ
っ
て
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
有
効
期
間
が
三
箇
月
ま
で
の
一
次
入
国
査
証
又

(a)

(f)

は
有
効
期
間
が
三
年
ま
で
の
数
次
入
国
査
証
を
発
給
す
る
。

商
業
活
動
を
行
う
目
的
で
派
遣
さ
れ
る
者
及
び
商
業
団
体
の
代
表
者

(a)



教
育
的
、
科
学
的
、
芸
術
的
そ
の
他
の
文
化
的
活
動
に
参
加
す
る
者

(b)

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
に
参
加
す
る
者
及
び
専
門
家
の
資
格
で
そ
の
者
に
同
行
す
る
者

(c)

個
別
の
事
案
の
取
材
活
動
に
従
事
す
る
た
め
短
期
間
渡
航
す
る
報
道
関
係
者

(d)

姉
妹
都
市
の
間
の
公
式
の
交
流
計
画
に
参
加
す
る
者

(e)

一
方
の
国
に
適
法
に
居
住
す
る
他
方
の
国
の
国
民
の
配
偶
者
及
び
二
十
一
歳
未
満
の
子
（
「
一
方
の
国
に
適
法
に
居
住

(f)
す
る
他
方
の
国
の
国
民
」
と
は
、
当
該
一
方
の
国
の
法
令
に
従
っ
て
九
十
日
を
超
え
る
期
間
在
留
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ

て
い
る
他
方
の
国
の
国
民
を
い
う
。
）

２

１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
数
次
入
国
査
証
に
つ
い
て
は
、
査
証
を
申
請
す
る
者
が
過
去
一
年
間
に
他
方

(a)

(e)

の
国
の
査
証
を
取
得
し
、
か
つ
、
当
該
査
証
を
当
該
他
方
の
国
の
法
令
に
従
っ
て
使
用
し
た
こ
と
が
あ
り
、
及
び
数
次
入
国

査
証
を
申
請
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
発
給
さ
れ
る
。

３

１
に
規
定
す
る
者
の
受
入
国
に
お
け
る
在
留
期
間
は
、
次
の
期
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
次
入
国
査
証
に
つ
い
て
は
、
九
十
日

(a)

１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
者
に
発
給
さ
れ
た
数
次
入
国
査
証
に
つ
い
て
は
、
百
八
十
日
の
期
間
ご
と
に
合
計
九
十

(b)

(a)

(e)



日
１

に
規
定
す
る
者
に
発
給
さ
れ
た
数
次
入
国
査
証
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
を
招
請
す
る
者
の
在
留
期
間
を
超
え
な
い

(c)

(f)

範
囲
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
国
の
日
か
ら
九
十
日

４

１
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
査
証
の
発
給
の
た
め
の
申
請
に
は
、
次
の
文
書
を
必
要
と
す
る
。

１

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
を
招
請
す
る
受
入
国
に
所
在
す
る
法
人
若
し
く
は
団
体
又
は

(a)

(a)

(c)

受
入
国
若
し
く
は
そ
の
地
方
の
公
の
機
関
か
ら
の
書
面
に
よ
る
要
請

１

に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
の
渡
航
の
目
的
を
証
明
す
る
当
該
者
の
受
入
先
と
な
る
法
人
又
は
団
体
の

(b)

(d)

発
行
す
る
文
書

１

に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
を
招
請
す
る
姉
妹
都
市
の
長
又
は
そ
の
代
理
か
ら
の
書
面
に
よ
る
要
請

(c)

(e)
１

に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
を
招
請
す
る
者
か
ら
の
公
証
さ
れ
た
書
面
に
よ
る
要
請
及
び
親
族
関
係
を

(d)

(f)

証
明
す
る
文
書

５

４

、

及
び

に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
要
請
は
、
次
の
情
報
を
内
容
と
す
る
。

(a)

(c)

(d)

招
請
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
国
籍
、
職
業
、
住
所
、
旅
券
の
番
号
並
び
に
渡
航
の
期
間

(a)



及
び
目
的

招
請
す
る
法
人
及
び
団
体
に
つ
い
て
は
、
正
式
の
名
称
、
住
所
、
登
記
に
関
す
る
情
報
並
び
に
当
該
要
請
に
署
名
し
た

(b)
者
の
氏
名
及
び
役
職

招
請
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
国
籍
、
職
業
、
住
所
及
び
旅
券
の
番
号

(c)
６

４

に
規
定
す
る
文
書
は
、
次
の
情
報
を
内
容
と
す
る
。

(b)報
道
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
国
籍
、
職
業
、
住
所
、
旅
券
の
番
号
並
び
に
渡
航
の
期
間
及

(a)
び
目
的

受
入
先
と
な
る
法
人
及
び
団
体
に
つ
い
て
は
、
正
式
の
名
称
、
住
所
、
登
記
に
関
す
る
情
報
並
び
に
当
該
文
書
に
署
名

(b)
し
た
者
の
氏
名
及
び
役
職

７

両
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
招
請
す
る
者
、
招
請
す
る
法
人
及
び
団
体
又
は
受
入
先
と

な
る
法
人
及
び
団
体
に
対
し
、
４
に
規
定
す
る
文
書
に
次
の
も
の
を
追
加
す
る
よ
う
求
め
る
。

招
請
さ
れ
る
者
又
は
報
道
関
係
者
の
在
留
日
程

(a)

招
請
さ
れ
る
者
又
は
報
道
関
係
者
が
受
入
国
の
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
の
確
認

(b)



招
請
さ
れ
る
者
又
は
報
道
関
係
者
に
係
る
受
入
国
に
在
留
す
る
期
間
の
資
金
上
の
保
証
（
医
療
及
び
住
居
に
関
す
る
も

(c)
の
を
含
む
。
）

１

に
規
定
す
る
者
を
招
請
す
る
者
が
受
入
国
に
お
い
て
在
留
を
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明

(d)

(f)

８

１
に
規
定
す
る
種
別
に
属
す
る
者
に
対
す
る
査
証
は
、
こ
の
条
に
規
定
す
る
文
書
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
他
の
い
か
な
る
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
法
令
で
定
め
る
渡
航
の
目
的
を
証
明
す
る
招
待
状
及
び
文
書
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
な
く
発
給
さ
れ
る
。

第
三
条

１

日
本
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
日
本
国
に
入
国
を
希
望
す
る
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
民
で
あ
っ
て
次
の

か
ら

(a)

(c)

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
有
効
期
間
が
三
箇
月
ま
で
の
一
次
入
国
査
証
を
発
給
し
、
ま
た
、
日
本
国
政

府
の
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
当
該
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
民
に
対
し
、
在
留
が
許
可
さ
れ
て
い
る
期
間
の
満
了
日
を
超
え
ず
、
か

つ
、
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
数
次
有
効
な
再
入
国
の
許
可
を
付
与
す
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関

は
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
入
国
を
希
望
す
る
日
本
国
の
国
民
で
あ
っ
て
次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対

(a)

(c)

し
、
有
効
期
間
が
三
箇
月
ま
で
の
一
次
入
国
査
証
を
発
給
し
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
の
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
当
該

日
本
国
の
国
民
に
対
し
、
有
効
期
間
が
三
年
ま
で
の
数
次
入
国
査
証
で
あ
っ
て
、
当
該
有
効
期
間
中
ロ
シ
ア
連
邦
に
継
続
し



て
在
留
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
も
の
を
発
給
す
る
。

受
入
国
に
お
い
て
業
務
を
行
う
外
国
の
法
人
及
び
団
体
の
支
店
又
は
子
会
社
の
職
員

(a)

受
入
国
に
お
い
て
業
務
を
行
う
外
国
報
道
機
関
の
支
局
の
職
員

(b)

又
は

に
規
定
す
る
者
の
配
偶
者
及
び
二
十
一
歳
未
満
の
子

(c)

(a)

(b)

２

１
に
規
定
す
る
査
証
の
発
給
又
は
再
入
国
の
許
可
の
た
め
の
申
請
は
、
受
入
国
の
法
令
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
行
う
。

第
四
条

第
三
国
に
所
在
す
る
い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
他
方
の
国
の
国
民
で
あ
っ
て
、
当
該
第
三
国

の
法
令
に
従
い
当
該
第
三
国
に
長
期
間
在
留
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
、
第
二
条
１
及
び
前
条
１
に
規
定
す

る
査
証
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

１

両
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
査
証
の
発
給
に
つ
い
て
の
決
定
を
、
査
証
の
発
給
の
た
め
に
必
要
な
申
請
書
及

び
文
書
の
受
領
の
日
か
ら
十
労
働
日
以
内
に
行
う
。

２

１
に
定
め
る
期
間
は
、
受
領
し
た
文
書
に
つ
い
て
の
追
加
的
な
検
討
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
三
十
労
働
日
ま
で
延
長



す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

１

い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
２
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
他
方
の
国
の
国
民
に
対
し

て
査
証
を
無
償
で
発
給
す
る
。

２

い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
外
交
使
節
団
及
び
領
事
機
関
は
、
他
方
の
国
の
国
民
が
五
労
働
日
以
内
に
査
証
の
発
給
を
求
め
る

場
合
に
は
、
特
別
の
料
金
（
三
労
働
日
以
内
の
場
合
に
は
一
万
円
相
当
額
と
し
、
四
労
働
日
か
ら
五
労
働
日
ま
で
の
期
間
内

の
場
合
に
は
四
千
円
相
当
額
と
す
る
。
）
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
観
光
又
は
通
過
を
目
的
と
し
て
当
該
一
方

の
国
に
入
国
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
他
方
の
国
の
国
民
が
、
六
労
働
日
か
ら
十
労
働
日
ま
で
の
期
間
内
に
査
証
の
発
給
を
求

め
る
場
合
に
は
、
四
千
円
相
当
額
の
特
別
の
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
日
は
、
査
証
の
発
給
の
た
め
に
必
要

な
申
請
書
及
び
文
書
の
受
領
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

３

次
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
２
に
規
定
す
る
特
別
の
料
金
の
支
払
を
免
除
さ
れ
る
。

(a)

(f)

有
効
な
外
交
又
は
公
用
旅
券
を
所
持
す
る
者

(a)

受
入
国
政
府
か
ら
の
公
式
の
招
待
状
に
基
づ
き
、
受
入
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
会
合
、
協
議
、
交
渉
、
交
流
計
画
又

(b)



は
政
府
間
機
関
の
行
事
に
参
加
す
る
公
式
代
表
団
の
構
成
員

姉
妹
都
市
の
間
の
公
式
の
交
流
計
画
に
参
加
す
る
者

(c)

障
害
者
及
び
当
該
障
害
者
に
同
伴
す
る
者

(d)

人
道
上
の
理
由
に
よ
り
渡
航
を
希
望
す
る
者
（
緊
急
の
治
療
を
受
け
る
者
及
び
当
該
者
に
同
伴
す
る
者
、
親
族
の
葬
儀

(e)
に
出
席
す
る
者
、
重
病
の
親
族
を
訪
問
す
る
者
等
）

一
方
の
国
に
適
法
に
居
住
す
る
他
方
の
国
の
国
民
の
配
偶
者
及
び
二
十
一
歳
未
満
の
子

(f)

第
七
条

１

い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
他
方
の
国
の
国
民
を
運
搬
す
る
航
空
機
又
は
船
舶
が
遭
難
し
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
必
要
な
国
内
手
続
を
完
了
し
た
後
に
、
当
該
他
方
の
国
の
国
民
に
対
し
、
査
証
を
取
得

す
る
こ
と
な
く
七
十
二
時
間
の
範
囲
内
で
当
該
一
方
の
国
に
在
留
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
許
可
を
与
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
権
限
の
あ
る
機
関
は
、
他
方
の
国

の
国
民
に
対
し
、
在
留
期
間
、
行
動
の
範
囲
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
制
限
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条



い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
国
民
で
あ
っ
て
、
他
方
の
国
に
当
該
他
方
の
国
の
法
令
に
従
っ
て
在
留
す
る
間
に
旅
券
を
紛
失
し
た

も
の
は
、
当
該
一
方
の
国
の
外
交
使
節
団
又
は
領
事
機
関
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
旅
券
又
は
渡
航
文
書
に
基
づ
き
、
査
証
又
は

そ
の
他
の
許
可
な
し
に
出
国
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

１

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
が
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
が
完
了
し
た
旨
を

外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
相
互
に
文
書
に
よ
っ
て
通
告
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
政
府
も
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
て
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
終
了
は
、
当
該
通
告
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効

力
を
生
ず
る
。

３

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
間
の
書
面
に
よ
る
合
意
に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

両
締
約
国
政
府
は
、
必
要
に
応
じ
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
協
議
す
る
。

５

各
締
約
国
政
府
は
、
国
の
安
全
、
公
の
秩
序
及
び
公
衆
の
健
康
の
理
由
に
よ
り
こ
の
協
定
の
全
部
又
は
一
部
の
適
用
を
一



時
的
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
締
約
国
政
府
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
適
用
の
停
止
に
関
す
る
決
定
は
、
当
該
停
止

の
遅
く
と
も
四
十
八
時
間
前
ま
で
に
他
方
の
締
約
国
政
府
に
通
告
さ
れ
る
。
こ
の
協
定
の
適
用
を
停
止
し
た
締
約
国
政
府

は
、
当
該
停
止
の
理
由
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
当
該
停
止
を
解
除
し
、
そ
の
旨
を
他
方
の
締
約
国
政
府

に
通
告
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
二
年
一
月
二
十
八
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
及
び
ロ
シ
ア
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。



日
本
国
政
府
の
た
め
に

玄
葉
光
一
郎

ロ
シ
ア
連
邦
政
府
の
た
め
に

Ｃ
・
Ｖ
・
ラ
ヴ
ロ
フ


